
※分からないことや詳しいことは、問にお問い合わせください。

住
み
よ
い
荒
尾
に
す
る
た
め

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
！

行
政
協
力
員
を
新
し
く

委
嘱
し
ま
し
た

３
月
の
市
議
会
（
定
例
会
）

審
査
日
程

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

３
月
か
ら
受
け
付
け
開
始

市
内
に
住
ん
で
い
る
18
歳
以

上
の
男
女
２
千
人
（
無
作
為
抽

出
）
に
、
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。

荒
尾
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
で
あ
る
「
第
５
次
荒
尾
市
総

合
計
画
（
平
成
24
年
度
～
平
成

33
年
度
）」
の
進
み
具
合
を
調
査

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
荒
尾

市
で
の
暮
ら
し
や
生
活
環
境
な

ど
に
つ
い
て
尋
ね
、
こ
れ
か
ら

施
策
を
進
め
る
た
め
の
参
考
に

し
ま
す
。

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
記
入
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
政
策
企
画
課
政
策
経
営
室

☎
63
・
１
２
７
３

３
月
７
日
か
ら

津
波
警
報
が
変
わ
り
ま
す

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

よ
る
津
波
被
害
が
甚
大
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
気
象
庁
で
は
３
月

７
日
か
ら
、
新
し
い
形
式
で
津

波
警
報
な
ど
を
運
用
し
ま
す
。

●
主
な
変
更
内
容

・
予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
を

「
巨
大
」「
高
い
」
と
い
う
言
葉

で
発
表
し
、
非
常
事
態
を
伝
え

ま
す
。

・
発
表
す
る
津
波
の
高
さ
を
５
段

階
で
表
現
し
ま
す
。

・
津
波
警
報
な
ど
を
発
表
す
る
場

合
は
、
高
さ
の
区
分
で
高
い
方

の
値
を
予
想
さ
れ
る
津
波
の

高
さ
と
し
て
発
表
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
気
象
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
ま
す
。

問
熊
本
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

☎
０
９
６
・
３
２
４
・
３
２
８
３

３
月
の
市
議
会
は
、
次
の
日

程
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

▼
４
日（
月
）…
本
会
議［
開
会
／

市
長
施
政
方
針
演
説
／
上
程
議

案
の
提
案
理
由
説
明
］

▼
５
日（
火
）～
８
日（
金
）

…
議
案
研
究

▼
９
日（
土
）・
10
日（
日
）
…
休
日

▼
11
日（
月
）…
本
会
議［
会
派
代

表
質
問
／
質
疑
・
一
般
質
問
］

▼
12
日（
火
）・
13
日（
水
）

…
本
会
議［
質
疑
・
一
般
質
問
］

▼
14
日（
木
）・
15
日（
金
）

…
常
任
委
員
会

▼
16
日（
土
）・
17
日（
日
）
…
休
日

▼
18
日（
月
）・
19
日（
火
）

…
事
務
整
理

▼
20
日（
水
）…
休
日

▼
21
日（
木
）

…
本
会
議
［
委
員
長
報
告
／
質

疑
・
討
論
・
表
決
／
閉
会
］

●
請
願
・
陳
情
の
提
出
期
限

３
月
６
日
（
水
）
正
午

●
12
日
の
本
会
議
は
、
午
後
１
時

か
ら
を
予
定

問
議
会
事
務
局

☎
63
・
１
６
２
８

２
月
１
日
付
け
で
、
新
し
く

行
政
協
力
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

【
市
屋
】

杉
本
潔�
☎
62
・
１
５
６
５

【
元
村
】

髙
尾
光
男�

☎
66
・
２
８
６
７

【
有
明
城
】

西
坂
猛
一�

☎
62
・
７
１
２
５

●
前
任
者
に
は
、
長
い
間
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。問

総
務
課
行
政
管
理
係

☎
63
・
１
２
０
９

平
成
25
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
の
加
入
受
け
付
け
が
始

ま
り
ま
し
た
。
万
一
の
ケ
ガ
に

備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

団
体
活
動
を
行
う
人
５
人
以

上
で
加
入
で
き
、
団
体
で
活
動

中
や
団
体
活
動
へ
の
往
復
中
の

事
故
を
補
償
し
ま
す
。

宝
く
じ
助
成
で
唐
池
地
区
に

屋
外
放
送
設
備
を
新
設

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
実
施
す
る
「
宝
く
じ
助

成
事
業
」
の
「
地
域
防
災
組
織

育
成
」
で
、
唐
池
地
区
に
屋
外

放
送
設
備
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ

の
普
及
広
報
事
業
費
の
受
託
事

市
立
図
書
館
の
利
用
者
カ
ー

ド
を
更
新
し
て
く
だ
さ
い

市
立
図
書
館
の
利
用
者
カ
ー

ド（
個
人
用
）
の
有
効
期
限
は
、

作
成
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

平
成
22
年
３
月
１
日
か
ら
新

し
い
利
用
者
カ
ー
ド
の
発
行
を

行
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
と

し
３
月
１
日
か
ら
、
順
次
利
用

者
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
が
終
了

し
ま
す
。
利
用
者
カ
ー
ド
裏
面

右
下
に
記
載
し
て
い
る
有
効
期

限
日
を
確
認
し
、
早
め
に
更
新

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
は
、
身
分
証
明
書
（
免

許
証
、
保
険
証
、
学
生
証
、
名

札
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
荒
尾
市
在
住
の
人
で
、
こ
の

利
用
者
カ
ー
ド
の
有
効
期
限

日
が
切
れ
る
と
、
大
牟
田
市

立
図
書
館
で
も
本
を
借
り
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

問
市
立
図
書
館

☎
63
・
２
３
７
９

業
収
入
を
財
源
と
し
て
い
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
健
全

な
発
展
を
図
る
目
的
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
屋
外
放
送

設
備
の
設
置
で
、
災
害
時
に
は

唐
池
区
民
の
皆
さ
ん
へ
素
早
い

情
報
伝
達
が
期
待
で
き
ま
す
。

問
く
ら
し
い
き
い
き
課
交
通

防
災
係�

☎
63
・
１
３
９
５

保
険
の
内
容
は
傷
害
保
険
・

賠
償
責
任
保
険
・
突
然
死
葬
祭

費
用
保
険
が
あ
り
ま
す
。
掛
金

は
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
年

額
８
０
０
円
～
、
高
校
生
以
上

の
大
人
に
つ
い
て
は
活
動
内
容

に
よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
用
紙
は
運

動
公
園
管
理
事
務
所
（
☎
62
・

５
１
６
３
）
に
あ
り
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
支
部

☎
０
９
６
・
２
１
３
・
９
０
１
５

▶
設
置
さ
れ
た
屋
外
放
送
設
備

　　　informations for living              くらしの情報

事
業
所
の
皆
さ
ん
「
暮
ら
し

の
便
利
帳
」
に
ご
協
力
を
！

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
は

３
月
末
に
期
限
を
迎
え
ま
す
が
、

そ
の
後
も
、
金
融
機
関
が
貸
し

付
け
条
件
の
変
更
な
ど
に
努
め

る
べ
き
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

金
融
庁
は
金
融
機
関
に
対
し
、

借
り
手
の
経
営
課
題
に
応
じ
た

解
決
策
を
借
り
手
の
立
場
で
提

案
し
、
実
行
支
援
す
る
よ
う
促

し
ま
す
。

詳
し
く
は
金
融
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
九
州
財
務
局
金
融
調
整
官

☎
０
９
６
・
３
５
３
・
６
３
５
１

（
内
線
３
０
８
４
）

６
月
に
「
荒
尾
市
暮
ら
し
の

便
利
帳
」
の
発
行
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
市
民
の
生
活
に
役
立

つ
情
報
を
載
せ
た
冊
子
で
、
市

母
子
保
健
推
進
員
に
な
り
ま

せ
ん
か
？

地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
す
る
母
子
保
健
推
進
員

を
募
集
し
ま
す
。
市
内
に
住
ん

で
い
る
人
で
、
母
子
保
健
に
熱

意
の
あ
る
人
な
ら
誰
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

●
活
動
内
容

①
子
ど
も
が
い
る
家
庭
を
訪
問

し
、
市
が
行
っ
て
い
る
母
子

保
健
事
業
の
紹
介
を
す
る
。

②
妊
娠
中
の
人
や
子
育
て
中
の

人
の
相
談
相
手

③
楽
し
く
育
児
が
で
き
る
支
援

活
動

④
各
種
研
修
会
へ
の
参
加

●
定
員　

20
人

●
任
期　

２
年
間

●
申
込
方
法　

３
月
11
日
（
月
）

～
19
日
（
火
）
に
保
健
セ
ン
タ
ー

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
後
、
後
日
説
明
会

を
行
い
ま
す
。問

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
63
・
１
１
３
３

内
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

共
同
発
行
者
の
㈱
サ
イ
ネ
ッ

ク
ス
が
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
に

広
告
を
通
じ
た
ご
協
力
を
い
た

だ
く
た
め
に
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

☎
63
・
１
１
５
７

荒尾の宝もんから世界の宝もん
問社会教育課世界遺産推進室　☎ 63-1681

No.6 三池港と三角西港の関係を知ろう！

今回は三池炭鉱の石炭を国内外へ積み出した宇城
市の「三角西港」と大牟田市の「三池港」を紹介します。

宇城市の三角西港は、三
み

国
く に

港（福井県）・野
の

蒜
び る

港（宮
城県）とともに明治 3 大築港事業で築かれた近代的
港湾施設の一つです。三角港は当時の県令・富岡敬
明が西南戦争後の熊本の復興と経済の発展を目的に
計画し、オランダから招かれた水理工師・ムルドル
が設計しました。日本の石工の高い技術力で明治 20
年に完成し、熊本県で唯一の貿易港として開港しま
した。

その頃三池炭鉱では、石炭を長崎県の口之津港経
由で国内や中国へ輸出していましたが、口之津港は
干潮時は遠浅になるため、大型船が着岸できません

でした。そこで、常に大型船が着岸できる三角西港
にルートが変えられることになりました。明治 23 年
から 34 年までは三角西港まで小型船で運んで貯炭
し、大型船が来ると人力で積み替える作業を行いま
した。その後、口之津港が整備されたために、口之
津港経由に戻されましたが、やはり小船から積み替
えるという手間のかかる作業が必要でした。

そこで、当時三井鉱山の専務理事だった団琢磨の
発案で、干潮時でも水位を保つことができる閘

こうもん

門式
ドックを備えた石炭の積出港として、明治 41 年大牟
田市に三池港が完成しました。三池港は三池炭鉱が
閉山した現在も稼働しています。

この 2 つの港が「九州・山口の近代化産業遺産群」
の構成資産となることで、三池炭鉱の石炭輸出の流
れが証明されることになります。

最後に当時の団琢磨の言葉を紹介します。　　　
「石炭山の永久ということはありはせぬ。築港をや

れば、そこにまた産業を興すことができる。築港を
しておけば、いくらか 100 年の基礎になる」

★世界遺産や万田坑についての質問を募集！　採用された
人には万田坑グッズをプレゼント。応募は、はがきかメー
ルでお寄せください。

〒 864-8686 ［住所記入不要］社会教育課 世界遺産推進室 
宛て／ E メール：world.heri@city.arao.lg.jp

万田坑の世界遺産登録を目指して！

▶
平
成
22
年
に
発
行
。
こ
と
し
新
し
く
し
ま
す
。

円
滑
化
法
の
期
限
到
来
後
も

金
融
庁
の
金
融　

検
査
や
監
督

方
針
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん

▲三池港閘
こうもん

門。干潮のときの様子で、干潮になると閘門を閉
じます。
写真：「三井三池各事業所写真帖」（大正 15 年発行）から
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